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１．研究計画の概要 
 地球上には様々な流体現象が存在する。 
詳細な観測データを用いた海洋や大気の大
規模数値計算は計算機性能の向上と共に発
展し研究の歴史は長い。 
しかし、多くのパラメータが混在している

ため本質がわかりにくくなっている。そこで、
複雑な要素を取り除き、例えば自転効果に着
目した基礎研究で流体運動に特徴を見出す
ことを目的にした研究が近年行われている。       
本研究は、海洋の風成循環を念頭においた

強制流体運動を回転球面上で数値計算し、流
体領域の場所、大きさ、強制風の形状等が変
わったときの流れパターンやその安定性、不
安定化への移行過程について調べるもので
ある。 
 
２．研究の進捗状況 
 流体領域の半径がπ/４で、一様東風応力を
強制風とした数値計算から、２つの旋回流体
(two-gyre flow)が形成される。これらは南北
対称で定常な西岸強化流を示す。強制風が強
くなると、２つの旋回流体は分裂し、それぞ
れの gyre 内に渦列が生じる。 

このような旋回流体の分裂は four-gyre 
flow を与える強制風では見られていない。ま
た、流体領域を広げると、それぞれの gyre
内の西岸強化流が南北に分裂して２つの東
西帯が形成され内部に渦列が生じる。従って、
分裂した渦の大きさには規則性があり、その
ため流体領域を広げたときに南北に分裂す
る東西帯の数も決まると考察している。 
また、球面上では安定な西岸強化流はホッ

プ分岐を経て不安定化へと移行している。一
方、β平面上では、安定な流体運動が不安定
化へと移行する際、最初にピッチフォーク分

岐が生じ、次にホップ分岐を経ると報告され
ている。この両者の違いを調べるために、流
体領域を中緯度に移動した場合や円形のβ
平面においても同様な数値計算を行ったが、
今のところピッチフォーク分岐は確認され
ていない。 
また、外洋と繋がりがあるような流体領域

において西岸強化流が存在することを見出
している。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 β平面上における西岸強化流の存在は古
くから知られていて、その安定性についての
研究が報告されている。一方、回転球面上に
おける流体運動についての研究は少ないた
め、計算手法・解析方法や、β平面上との直
接比較に難しさを伴うこともある。 
従って、予備的な数値計算が多く必要にな

る。数値計算はおおむね順調に進展している
と思われるが、不安定化への移行過程を調べ
るためには更なる検討が必要であると考え
ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 回転球面上で強制風や流体領域の形状を
変えた場合などの様々な数値実験を行い、球
面上の流れパターンに生じる特徴を一覧表
にまとめて識別し、そこから流体運動の定性
的な性質を調べていくことを考えている。 
この結果をβ平面上で知られている性質

と比較し、両者の違いや原因を探求する。ま
た、浅水方程式系で数値実験することも計画
している。 
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